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岩手県釜石市の事例から

東京大学生産技術研究所
黒崎 明

平成２６年１１月１８日

本資料作成にあたり資料引用などで
岩手県の協力をいただきました。



岩手県の実証フィールドへの取り組み

実証フィールドに取り組む意義

– 「岩手県東日本大震災津波復興計画」
（平成23年8月策定）の「三陸創造プロ
ジェクト」のうち「国際研究交流拠点形
成プロジェクト」に位置付け。

– 漁業との協調により、新しい価値を創出
し、魅力ある国際研究拠点の構築を進め、
情報発信を行いながら、「世界に誇る新
しい三陸」の創造を目指す。しい三陸」の創造を目指す。
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実証フィールド整備の基本理念
– 「浮体式洋上風力」及び「波力」を対象。

– 特徴的な海岸地形や臨海部の産業集積等を最大限生かし、半径5㎞以内で実証試験が
実施可能なコンパクトで利便性に優れた実証フィールドを提供。

– 発電装置の実証試験とともに、漁場の環境影響調査や漁業協調モデルの実証等も併
せて行う漁業協調型の複合的な実証フィールドの設置を提案。

出所：岩手県「海洋再生可能エネルギー実証フィールド提案書の概要」平成26年2月



応募までの取り組み経緯

1. 実証フィールドの応募に向けて、平成 24 年度に「三陸復興・海
洋ネルギー導入調査事業」（東京大学生産技術研究所に委託）を
行い、海洋再生可能エネルギーの実測調査や海域利用状況等の社
会的制約などの調査を実施し、候補海域を釜石市に絞り込む。

2. 海洋再生可能エネルギーの実測調査については、平成25年度以
降も波浪観測ブイを設置のうえ継続実施し、データを蓄積。

3. 平成25年度には、学識経験者や漁業団体の代表等による「三陸3. 平成25年度には、学識経験者や漁業団体の代表等による「三陸
復興・海洋エネルギー実証フィールド検討委員会」を設置、会議
を4回開催し、実証フィールド導入に向けた諸課題について検討
・協議等を行った。

4. 釜石市においても、地元関係者で構成する「釜石市海洋エネル
ギー実証フィールド誘致推進協議会」を設置し、実証フィールド
の受入に向けた検討・協議を行った。同協議会の意見報告書を受
け、釜石市から岩手県に対し、実証フィールドの誘致推進に係る
要望書（平成26年1月24日付）が提出された。

出所：岩手県「海洋再生可能エネルギー実証フィールド提案書」平成26年2月
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検討に上った岩手三陸の１２市町村
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久慈市 久慈港 一部なし 文科省事業 〇 〇 ◎

野田村 あり 〇 〇

普代村 あり
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好適地と考えられる。

普代村 あり

田野畑村 あり 〇

岩泉町 小本港 あり ◎ ◎

宮古市 宮古港 一部なし ◎ ◎ ・水深の深いリアス式
海岸は浮体式の海洋
エネルギープラント設
置に適する。

・特に、釜石市は背後
に重要港湾の釜石港を
抱え、インフラが整って
おり、自治体の意欲も
高い。

山田町 一部なし

大槌町 一部なし 〇 ◎

釜石市 釜石港 一部なし 環境省のFS ◎ ◎ ◎

大船渡市 大船渡港 一部なし 〇 〇

陸前高田市 一部なし

出所：岩手県「海洋再生可能エネルギー実証フィールド提案書」平成26年2月



候補海域を釜石沖に決定

「釜石沖実証フィールド」の特徴

1.「風」「波」のエネルギー・ポテンシャルを十分有する海域が陸域か
ら比較的近距離に位置。

2.臨海部には、造船業や海洋土木等の関連産業、研究機関等が集積し、
発電装置の組立等のスペースも確保できるなど、十分なバックアップ
基地機能を有する。
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3.湾口防波堤内の海域は、静穏・大水深(約50m)で、発電装置の地先海
面での組立・動作確認・保守管理等に適する。

4.釜石港は大型船の接岸が可能。

5.釜石市までの鉄道・道路等が整備され、県外（内陸）からのアクセス
が比較的良い。

6.釜石市は実証フィールドの誘致に積極的で、地域活性化への貢献が期
待。

出所：岩手県「海洋再生可能エネルギー実証フィールド提案書の概要」平成26年2月



平田から尾崎を巡る
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（出所：東京大学生産技術研究所）



実証フィールドの要件への対応状況
気象・海象条件、水深、海底地形等に関する事項

7出所：岩手県「海洋再生可能エネルギー実証フィールド提案書の概要」平成26年2月



実証フィールドの要件への対応状況
航行安全、環境や景観の保全等に対する適切な配慮の観点に関する事項
他の海域利用者等との調整に関する事項
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出所：岩手県「海洋再生可能エネルギー実証フィールド提案書の概要」平成26年2月



実証フィールドの要件への対応状況
実証フィールドの活動をサポートする周辺のインフラや海洋産
業の存在等に関する事項
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出所：岩手県「海洋再生可能エネルギー実証フィールド提案書の概要」平成26年2月



複雑な三陸・釜石沖の漁業区域
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漁業者の懸念事項

1. 漁場への影響範囲

2. 蝟集効果

3. 接地（アース）方針

4. 海底ケーブル

（できるだけ）科学的根拠に基づく説明会開催（平成25年10月）

4. 海底ケーブル

• 漁網との干渉や破断の可能性

• 海底ケーブル周辺電磁場の影響

5. 音の影響
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今や、漁業者が最大の応援団

12木村琳藏氏の承諾の下で掲載しています。



13出所：第3回OETRシンポジウム（平成24年11月）フライヤー



OETRから岩手三陸への基本メッセージ
1755.11.1 リスボン大地震からの復興
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カルモ修道院（This picture was taken 2003-10-22 12:52:17 PM 
WET and is released under the GNU Free Documentation License）

リスボン大地震による火災と津波によって破壊されたリスボンの市街

サン・ジョルジェ城と美しいリスボンの街並（This picture was taken 
2011—12-31 by Alvesgaspar）



OETRから岩手三陸への基本メッセージ

こどもたちの夢（提供：釜石小学校）出所：OETRシンポジウム,伊藤香織

シビックプライド

15みんなの家（伊東豊雄）



OETRから岩手三陸への基本メッセージ

• 1997年 デンマーク政府の再生可能エネルギー

100%再生可能エネルギーの島 ＳＡＭＳＯＥ（デンマーク）

• 1997年 デンマーク政府の再生可能エネルギー
モデルに指定

• 風車21台、洋上風車を含む
• 藁による暖房、バイオ燃料による自動車
• 電力の100％が風力、燃料の75％が太陽とバイ

オマスにより供給
• アカデミーのソーレン氏による普及啓蒙活動
• 114平方キロ人口４千人の島に年間50万人が訪

問

Energy Academy ホームページ
http://energiakademiet.dk/en より転載
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類い稀な地相、釜石・大槌類い稀な地相、釜石・大槌
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三陸には『いちばんしっくりとくる』海洋エネルギー

18（出所：東京大学生産技術研究所）


